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φ梅雨に入って随分だったように思います.つくば

は曇天の日が多く,雨が降るのか降らないのか中途

半端な日が続いておりますが,皆さんの所はどうで

しょうか.

ψ現在,一つの地下資源をめぐって瀬戸内海を取

り巻く自治体が揺れています.その資源とは土

木･建築工事に使用する砂のことです.この砂資

源の供給場所は沖積層や洪積層の発達の度合に

よって各自治体で異なるのですが,これらの堆積

層の発達の悪い西日本では海砂に長い間この資源

を求めてきました.しかし,大量の海砂採取が瀬戸

内海の環境を破壊するとの考えがあり,採取禁止

が論じられています.この話だけを聞くとなるほど

と思われるかもしれません.

我が国の社会基盤はコンクリｰトで構成されてい

ます.コンクリｰト構造物を作るためには大量の砂

が必要です.西日本で毎年採取されている海砂の

量は我が国における砂の総供給量の約40%,世界

における海底鉱物資源の総採取量の80%以上を

占めています.瀬戸内海から採取されている海砂

の量はこの半分の量になります.コンクリｰト構造

物は,60～70年で再構築が必要となり我々の現在

の生態系を維持するためには今後も膨大な砂の供

給が不可欠となります.瀬戸内海問題は｢環境保

全｣か｢生活維持｣かのいずれを選択するかの問題

が提起されたことになります.この問題に限らず,

地下資源開発と環境保全の対立は勧善懲悪主義

的一元論では解決しないように思われます.

ψさて,今月号は先月号の地球環境関連の特集の

続編,資源関連および自然災害関連の記事で紙面

を構成しました.

ψ地球環境関連の記事では,昔の健康状態はどう

でしたかと色々な専門の地球担当医が地球に問診

した結果が紹介されています.地球担当医には外

科医がいませんので明確な治療法は提示されてい

ませんが,｢温故矢口新｣とか｢敵を知れば百戦して危

うからず｣と言う言葉のとおり地球の環境問題を考

える上で重要な情報ですので,ご一読下さい.

ψ我々の日常生活には陶磁器がたくさん使われて

います.中国の有名な景徳鎮の磁器原料につい

て,おなじみの須藤氏が紹介しています.日本にも

有名な磁器の産地がありますが､原材料となる粘

土が枯渇してきていることをご存じでしょうか.

ψ兵庫県南部地震直後の人工構造物の破壊の状

況が服部氏によって報告されています.不幸にし

て大地震が発生した時の惨状予測の参考になれば

と思います.(有田正史)
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